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平成25年度　第9回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成26年1月27日（月）10:00～12:30
場　所
：大阪赤十字会館　4階401会議室
出席者　：堀会長、石田委員、曽和委員、多々納委員、中嶋委員、中谷委員、道奥委員
計７名（欠席：下村委員、田中丸委員、福田委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 淀川水系淀川左岸ブロック河川整備計画（変更原案）について
○景観について、実施内容を記載しているところでは、目標としてどういう環境との調和を目指すのかを記載してはどうか。
○昨年6月に河川法が改正され、維持管理について明文化されたので、河川整備計画にも反映させるべき。
●許可工作物について、許可工作物の管理者は良好な状態に保つように維持、修繕することが、規定されており、第2章・第2節に反映をさせている。河川管理施設については、従来から維持管理について記載しているので、特に変更はしていない。
○『「逃げる」「凌ぐ」「防ぐ」施策による総合的な減災対策』について、「防ぐ」施策と「減災」という言葉の組合せはあまりない。ここでは、リスクを低減させる防ぐ施策も、減災のひとつの手段であるという捉え方や、防災プラス減災で全体として、総合的な減災対策と理解できる。
○水害に強いまちづくりなどもう少し市町村との連携など記載できないか
○穂谷川の整備想定の断面図について、山田池公園と隣接した右岸側は、部分的にでも変化をつけて整備しないといい環境にはならない可能性があるので、施工の際には留意すること。
○『河床、水際、堤防上の植生』と画一的に記載されているが、堤内側と堤外側では緑化に対する考え方も異なるはずなので、分けて記載すべき。
○砂州は洪水が流してきた土砂のかたまりなので、本来、砂州上に植生は繁茂しないはず。砂州上の植生と河畔林や水際植生を画一的に記載すべきではない。
○本日の意見を踏まえて修正を行い、次回以降継続して審議を行う。
(2) 淀川水系神崎川ブロック（糸田川・上の川）の当面の治水目標の設定および治水手法案について
○上の川について、昨年8月の豪雨被害では浸水軒数が20軒程度とのことだが、現況河道に対する氾濫計算結果と合致していないのでないか。
●氾濫計算結果では、名神高速道路付近まで浸水範囲が拡大することから、浸水世帯数を数百と想定しており、昨年8月の降雨量は、1/10確率（時間雨量50ミリ程度）降雨量より少し小さく浸水範囲も狭かった。このことから、浸水軒数に差がでている。
○貯留施設案、放水路案のシールド工事について、地質条件による増額の可能性はないのか。
●府の同規模程度の下水道工事において、地質条件が当初の想定と異なった場合の増額は直接工事費の2%程度であり、数千万円程度と考える。また、B/Cが1を下回るのは、事業費が約3億円以上増額した場合であり、地質条件など不明な点はあるが、B/Cは1を超えるものと考えている。
○上の川周辺地域では下水道（雨水）整備が進んでいるようなので、治水対策を全部河川事業として実施する必要はないのではないか。下水道事業と合わせて実施することも検討するべき。
○まちづくりの視点からすると、道路や公園の計画を含めた議論もあり得るのではないか。
○まちづくりを考えるにあたって、上の川周辺の市街化が進んだ地域では、区画整理などの制度を活用する必要がある。1軒1軒用地買収をするのは難しいかと思う。現在のコミュニティーの維持ということも考える必要がある。
○都市計画として対応するには時間がかかると思われ、住民参加で議論を進める必要があると思うが、地形的な要因やまちの現状から都市計画的に公園などを整備するのは難しい。治水側の努力とともに住民側にまちづくりのルールづくりなどを働きかけることも重要。
○当面の間、都市として対応が難しいのであれば、トータルコストやその後の浸水リスク、実際に災害が発生していることを考慮すると、最初から時間雨量80ミリ程度対策を実施することも考えられる。時間雨量80ミリ程度対策を実施しても下流河川へ影響がないのであれば、府内の他の河川とのバランスを考えてはどうか。
○流域として流出抑制に取り組むなどの対策も検討されるべきであり、地域と協力して治水対策を進めるという点や他の流域との整合性から、手戻りの少ない案による暫定対策がいいのではないか。
○地形的にみると河道になってもおかしくないところに、道路や家屋が連担しており、治水対策が後追いになっている印象がある。府の方針として、時間雨量50ミリ程度対策を実施するのであれば、そのレベルまで対策をすべき。事業期間もある程度長期になることから、今後の都市の状況や社会情勢を見ながら、今後の対策を検討してはどうか。
○上の川について、当面の治水目標を時間雨量50ミリ程度への対応とし、治水手法を貯留施設案とする。
(3) 淀川水系猪名川下流ブロックの流域の概要について
○今後、淀川水系猪名川下流ブロックについて委員の現地視察を行った上で、審議を行う。
◎　知事より大阪府河川整備審議会会長へ「淀川水系猪名川下流ブロック」の河川整備計画についての諮問が行われた。


(1) 淀川水系淀川左岸ブロック河川整備計画（変更原案）について


　・河川整備計画（変更原案）について、委員意見を踏まえて修正を行い、次回以降継続して審議を行う。


(2) 淀川水系神崎川ブロック（糸田川・上の川）の当面の治水目標の設定および治水手法案について


　・糸田川の当面の治水目標は、「現状維持」とする。


　・上の川の当面の治水目標は、時間雨量50ミリ程度対応とし、治水手法は貯留施設案とする。


淀川右岸ブロックの当面の治水目標について了承。今後、治水手法案について審議を行う。


(3) 淀川水系猪名川下流ブロックの流域の概要について


　・今後、委員の現地視察を行った上で、審議を行う。








1

